


カスタムステッカーの発注先ガイド：ブランド・調達担当者向け調達チャネル比較

Details
先に結論： カスタムステッカーの発注先は、数量、素材、仕様リスクをどこまで許容できるかによって変わります。オンデマンド印刷のオンラインショップは、標準的なビニールや紙の少量
生産に向いています。地元の印刷会社は、その場ですばやく校正を確認したい場合に向いています。調達代行業者は、多数のSKUを一つの窓口でまとめたい購入者に向いています。メーカー
直接取引は、リピート発注や、PU模造革のような特殊素材に向いています。ただし、書面の仕様書と試験計画を送ることが前提です。

見積価格よりも、調達チャネルの選択が重要な理由
カスタムステッカーの発注先を探すチームの多くは、まず単価から見始めます。しかし、コストへの影響はどのチャネルで買うかのほうが大きくなります。素材を誰が管理し、校正を誰が承
認し、不良ロットを誰が負担し、顧客のバッグに貼って3週間後にラベルが浮いたときに誰が対応するかが、チャネルによって決まるからです。

購入者フォーラムやレビューサイトでは、同じ失敗が繰り返し報告されています。検索で最初に出てきたショップに、高品質なステッカーやラベルを発注します。サンプルは問題なさそうに
見えますが、量産品は別の表基材で届きます。曲面や折り目の部分では端が浮き、レザー用コンディショナーで粘着剤が溶けてしまいます。さらに、模造革のラベルが「レザー」として販売
されてしまいます。これらの問題は、どれも見積書には現れません。いずれも、購入者が指定した内容と、そのチャネルが管理できる範囲とのあいだにあるズレから生じます。

本ガイドでは、ブランドや調達チームがカスタムラベルを発注する際に使う四つのチャネルを比較します。それぞれがどこで信頼でき、どこで限界を迎えるのか、そして選ぶ前に何を書面に
しておくべきかを解説します。
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要点まとめ

カスタムステッカーの調達チャネルとは？
調達チャネルとは、アートワークから完成したラベルまでの商流のことです。このルートによって、出荷までに何社が注文に関わるかが決まります。受け渡しが一つ増えるたびにマージンが
上乗せされ、仕様が読み違えられる接点も増えます。

オンデマンド印刷のオンラインショップ は、Webの注文画面を通じて販売します。形状、サイズ、仕上げ、数量を用意されたメニューから選び、データをアップロードして、
自動生成される校正を承認します。生産は、標準化された素材と、複数案件をまとめた面付けで行われます。
地元の印刷会社 は、デジタル、フレキソ、スクリーンの設備を持つ地域の印刷会社です。足を運んで本機校正をその場で確認でき、急な変更にも対応してもらえます。扱える素材
は、その店が在庫している範囲に限られます。
調達代行業者 （仕入れ代行会社、貿易会社、販促品の卸業者）は、お客様の要件を、自社では所有していない一つまたは複数の工場に発注します。強みは窓口の一本化で、さまざ
まな製品について請求書も連絡先も一つで済みます。
メーカー直接取引 では、ラベルを自社で製造します。素材の調達、金型、印刷またはエンボス加工、抜き加工、検査までを管理し、メニューではなくお客様の仕様書に基づいて見
積もります。

どのチャネルも、一般論として「優れている」わけではありません。数量、カスタマイズの深さ、購入者側の社内知見といった組み合わせごとに、向き不向きがあります。

カスタムステッカーの発注先を決める五つのステップ

ステップ1：探し始める前に、素材と貼付面を明確にする

ラベルが何でできていて、何に貼るのかを書き出してください。平らな段ボール箱に貼る紙ラベルと、曲面のボトルに貼るビニールラベルでは、課題が異なります。コーティングされたバッ
グのパネルに貼る粘着剤付きの模造革は、さらに別の課題です。オンラインショップが提供するのは、メニューにある素材だけです。地元の印刷会社が提供するのは、在庫にある素材です。
特定の貼付面に合わせた表基材と粘着剤の組み合わせを調達または開発できるのは、メーカーと、メーカーに発注する代行業者だけです。貼付面に凹凸がある、柔らかい、油分がある、曲面
であるといった場合は、それだけで選択肢が絞られます。

ステップ2：初回注文だけでなく、年間数量とリピートの頻度を見積もる

事業用のオリジナルステッカーは、最初の発注が少量であることが多いものです。しかし、同じデザインを四半期ごとに再注文する見込みなら、初回の初期費用よりもロット間の品質の一貫
性が重要になります。オンラインショップや地元の印刷会社は、単発・少量・多品種の発注で価格面に強みがあります。メーカー直接取引の価格は、金型（エンボス型と抜き型）の費用を支
払って繰り返し使えるようになると、通常は下がります。

ステップ3：校正でどこまで管理したいかを決める

Web上の自動校正で確認できるのは、レイアウトだけです。ご自身の照明下での色、エンボスの深さ、手に取ったときの質感までは確認できません。これらが重要なら、量産前の実物サン
プルを承認し、比較用の「基準サンプル」として保管する必要があります。地元の印刷会社やメーカーは、通常これを用意できます。代行業者の場合は、サンプルが本番と同じ工場、同じ素
材ロットで作られたものかを確認してください。

ステップ4：コンプライアンスの責任分担を書面で決める

素材の呼称、原産国表示、子ども向け製品のルールに関する責任は、どのチャネルでラベルを印刷しても、その製品を販売するブランドにあります。ラベル上の素材表記を誰が作成し、試験
報告書を誰が保管するかを決めてください。それはメールのやり取りではなく、発注書に明記します。

ステップ5：測定可能な試験計画に沿ってサンプルを評価する

「耐久性がある」という曖昧な表現は、試験方法に置き換えましょう。粘着ラベルなら、実際の被着体でASTM D3330などの粘着力試験を行うほうが、供給元の口頭の保証よりも確
かな情報が得られます。革および塗装革の仕上げ層については、ISO 11644:2022が90°剥離で仕上げ層の密着性を測定します（ ISO 11644[1]）。洗濯するラベルに
は、ISO 6330に準拠した洗濯試験と、ISO 105-C06に準拠した色堅牢度試験が必要です。革素材の物理特性は、ASTMの革規格群に照らして確認できます（ ASTM
革試験方法[2]）。自社のロットにどの試験が行われたかを答えられないチャネルは、試験を一切行っていないものとして扱うべきです。

https://www.iso.org/obp/ui/en/?_escaped_fragment_=iso:std:81924:en
https://www.astm.org/Standards/leather-standards.html
https://www.astm.org/Standards/leather-standards.html


チャネル比較：最小発注数量、コスト、素材、納期、品質管理、コミュニケーション
この表は、調達担当者が最も重視する六つの要素で、四つのチャネルを比較したものです。評価はチャネル同士の相対的なものです。実際の最小数量、価格、納期は供給元や仕様によって異
なるため、書面の見積もりで確認してください。

比較項目 オンラインのオンデマンド印刷 地元の印刷会社 調達代行業者 メーカー直接取引
最小発注数量 最も小さい。極少量から発注できることが多い 低〜中程度 代行業者の背後にある工場の条件による 中程度。金型と素材によって異なる

数量発注時の単価 数量が増えるほど、1個あたりで見ると最も割
高になる 中〜高 工場価格に代行業者のマージンが加算され

る 金型を繰り返し使えるようになると最も低い

素材の選択肢 固定メニュー（紙、ビニール、透明、ホログラ
ム） 店の在庫品に限られる 幅広いが、どの工場で作られるかは分から

ないことがある 最も幅広い（エンボス加工品やPU模造革を含む）

納期 標準仕様なら短い 店頭受け取りなら最短 ばらつきがある。調整の工程が加わる 新規の金型を伴う初回注文は長め。再注文は安定
している

品質管理 自動チェック。レイアウト中心 目視による対面確認 代行業者の検査体制による 基準サンプルに照らした自社内検査
コミュニケーショ
ン上のリスク

複雑さは低いが、個別の要望に応じる余地は小
さい

最も低い。対面で話せ
る 最も高い。仕様が仲介者を経由する 中程度。時差や言語の違いがあるため、明確な書

面の仕様が必要

オンデマンド印刷のオンラインショップが向くケースと、限界を迎えるケース

注文画面方式のショップは、イベント用ステッカー、梱包用シール、テスト生産のように、メニューにある素材がそのまま求める素材である場合には非常に優秀です。一方、メニューにない
要件、たとえば低表面エネルギーの面に合う別の粘着剤、触感のある仕上げ、画面上の値ではなく実物の色見本に合わせた色合わせなどが必要になると、限界を迎えます。

地元の印刷会社が向くケースと、限界を迎えるケース

地元の印刷会社なら、本機校正、同じ週のうちの変更対応、車で行ける距離にある責任の所在が得られます。限界は対応力です。エンボス加工、箔押し、特殊な表基材、大ロットは、地域の
印刷会社の設備では対応しきれないことが多く、その作業をひそかに外注している会社もあります。その場合、実質的には代行業者と同じです。

調達代行業者が向くケースと、限界を迎えるケース

代行業者がマージンに見合う価値を発揮するのは、ステッカー、バッグ、箱、ノベルティなど、関連性のない多数のアイテムを調達していて、複数の工場を管理する人手がない場合です。リ



スクは仕様のずれです。要件は、一度も監査したことのない工場に伝言形式で伝わり、サンプルを作る工場と量産する工場が異なることもあります。サンプル承認書に工場名を明記し、元の
検査記録を転送するよう、代行業者に依頼してください。

メーカー直接取引が向くケースと、限界を迎えるケース

メーカーに直接発注すれば中間の層がなくなり、見積もり、製造、検査を行う人がそのまま窓口の相手になります。特殊素材やリピートプログラムでは、この点が最も効いてきます。弱点は、
購入者の仕様があいまいな場合です。工場は書かれたとおりに作るため、「いい感じの革ステッカー」というRFQは、その説明に合う最も安い素材で見積もられます。

特殊素材で答えが変わるとき
革調ラベルは、なぜチャネルが重要なのかをよく示しています。本ガイドの調査では、同じ不満が繰り返し見つかりました。

曲がっている部分や折り目で粘着剤が浮く。
コンディショナーがステッカーの粘着剤を乳化させる。
低品質なPUが熱にさらされてもろくなる。
剥がすときに、革表面の仕上げ層まで剥がれてしまう。

これらは素材と粘着剤の設計上の問題であり、アートワークの問題ではありません。Webのメニューから選ぶだけで解決することは、まずありません。

ブランドで粘着剤付きの模造革ロゴラベルが必要なら、表面素材、粘着剤、貼付面をまとめて仕様化し、その面に対してサンプルを作ってくれるチャネルが必要です。それは通常、メーカー
直接取引になります。当社の製品ページでは、 粘着剤付きPUレザーロゴラベルの仕様、製造、RFQの詳細を掲載しているため、ここでは繰り返しません。

特殊素材全般に通じる目安があります。供給元が表基材の素材を説明できないなら、そのラベルを製品上で正確に表示することはできません。そして、そこからコンプライアンスの問題につ
ながります。

コンプライアンス上の責任は、発注先に移りません
どのチャネルを選んでも、ラベルの記載内容と素材について責任を負うのは販売ブランドです。米国とEU向けに販売するチームで特に問題になりやすいルールが四つあります。

素材の呼称。 FTC（米国連邦取引委員会）の革・模造革製品ガイドは、実質的に革でできていない製品に、修飾なしで「革」という用語を使うことは欺瞞的だとしています（ FTC
Leather Guides[3]）。革に似ていても革ではない素材は、「模造革」「革ではない」などの表現で明示する必要があります（16 CFR Part 24に基づく。参照： 16

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-pu-leather-labels.html
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/leather-guides
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/leather-guides
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-24


CFR Part 24[4]）。この同じPartは、「防水」「耐傷性」といった断定的な表現も制限しています。英国を拠点とする国際製革業者評議会（International Council
of Tanners）の実務規範は、繊維状に分解して再結合した素材は革ではない、という業界の定義を加えています（ ICT表示規範[5]）。本革の原皮の産地について主張するブランド
は、Leather and Hide Council of Americaのトレーサビリティプログラムのような任意の制度を参照できます。 L&HCAトレーサビリティ[6].

原産国。 19 CFR 134.11により、輸入品またはその容器には、例外に該当する場合を除き、原産国の英語名を判読しやすく、かつ消えない形で表示しなければなりません（ 19
CFR 134.11[7]）。代行業者を通じて購入する場合は、この表示が正しいことを誰が担保するのかを確認してください。

子ども向け製品。 主に年齢が12以下の子ども向けに設計された製品では、粘着ステッカーや下げ札は、繊維製品の恒久的な追跡ラベルとは見なされません。追跡情報は、耐久性のある（通
常は縫い付けの）ラベルに記載する必要があります（ CPSIA追跡ラベル[8]）。また、手に触れる部品には、鉛の総含有量について100 ppmの上限が適用されます。 16 CFR
1252.1[9].

EUの環境表示。 九月27日（2026年）以降、指令（EU）2024/825により、認証制度に基づかないサステナビリティ表示や、公的機関が設けたものではないサステナビリティ
表示は禁止されています。したがって、ラベル上の根拠のない「エコレザー」という表記は、EU市場では法的リスクになります。原皮および皮革は、2026年七月にEU森林破壊防止規
則の対象から除外され、正式な見直しは2030年に予定されています（ Euractiv EUDRレポート[10]）。この適用除外は、サプライチェーンに関する主張が検証済みであること
を意味するものではありません。

よくある質問
よくある質問：カスタムラベルは、オンラインショップより工場に発注するほうが安いですか？

多くの場合、数量が多く、リピート発注である場合に限られます。オンラインショップは、共同生産の枠で段取りの費用を多くの顧客の案件に分散するため、少量でも安く済みます。工場は
専用の金型の費用を先に請求し、より大きな数量や繰り返しの発注でその費用を回収します。単価だけでなく、運賃、関税、不良ロットのコストを含めた着荷総コストで比較してください。

よくある質問：供給元がメーカーか調達代行業者かは、どうすれば分かりますか？
どの工程が自社内で行われているか（素材のラミネート、印刷またはエンボス加工、抜き加工、検査）を尋ね、注文品を製造するラインの検査記録を請求してください。代行業者も正当なチャ
ネルです。リスクになるのは、どちらの種類の供給元と取引しているのか分からないことです。ロットに不具合が出たときに、誰が責任を負うのかが見えなくなってしまうからです。

よくある質問：異なるチャネルから比較可能な見積もりを得るには、何を送ればよいですか？

すべての供給元に同じ書面の仕様を送ってください。表面素材、粘着剤または取り付け方法、貼付面、寸法、仕上げ、色の基準、数量、リピート頻度、そして期待する試験を含めます。前提
が異なる見積もりは比較できません。革調ラベルについては、当社の製品ページにあるRFQチェックリストに、重要な項目を記載しています。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-24
https://leather-council.org/what-we-do/labelling-descriptions-of-leather/code-of-practice-on-labelling-designation/
https://usleather.org/standards-governing-sale-north-american-cattle-hides
https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11
https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11
https://legalclarity.org/cpsia-tracking-labels-for-childrens-products-compliance/
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1252/section-1252.1
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1252/section-1252.1
https://www.euractiv.com/news/eu-adopts-final-list-of-products-covered-by-deforestation-rules/


よくある質問：商品ページで、PUステッカーを「レザーステッカー」と呼んでもよいですか？
米国では、修飾なしには使えません。16 CFR Part 24では、革に似ていても革ではない素材は、模造革または合成皮革であると明示することとされています。「ヴィーガンレザー」
という表現だけでは、素材の開示の代わりにはなりません。

よくある質問：ブランドが初めて高品質なステッカーやラベルを発注する場合、どのチャネルが最適ですか？

平らな面に標準的な素材を使うなら、オンラインショップか地元の印刷会社が、デザインを試す上で最もリスクの低い方法です。特殊素材、凹凸のある面や曲面、あるいはリピートプログラ
ムとして運用するラベルの場合は、最初からメーカーと実物サンプルで進めてください。そうすれば、後から二社目の供給元を改めて評価し直す手間を避けられます。

要点まとめ
チャネルによって、素材を誰が管理するかが決まります。単価ではなく、仕様上のリスクで選びましょう。 — 上の表で、4つのチャネルを6項目で比較しています (出典)
模造革は、米国向け製品では革ではない素材として明示しなければなりません。 — 16 CFR Part 24 (出典)
量産を承認する前に、「耐久性がある」という表現を具体的な試験名に置き換えましょう。 — ISO 11644:2022は、90°剥離で仕上げ層の密着性を測定します
(出典)
粘着ステッカーは、子ども用繊維製品の恒久的な追跡ラベルにはなりません。 — 年齢が12以下の子ども向け製品に適用されます (出典)
原産国表示は、どのチャネルでラベルを印刷しても、輸入者の責任です。 — 19 CFR 134.11 (出典)

結論：許容できないリスクに合うチャネルを選ぶ
カスタムステッカーの最適な発注先は、自社の最も弱い部分を管理できるチャネルです。

デザインがシンプルで少量なら、注文画面方式のショップを使いましょう。
今週中に本機校正が必要なデザインなら、地元の印刷会社を使いましょう。
関連性のないSKUが多く、調達担当者がいない場合は、工場名を明かしてくれる代行業者を使いましょう。
特殊素材、厳しい貼付面、あるいはリピートのブランドプログラムなら、書面の仕様、実物の基準サンプル、試験計画を用意して、メーカーと進めましょう。

革調のロゴラベルを含むプログラムなら、貼付面、数量、表記要件に基づいたサンプルと見積もりを依頼してください。まずは当社の カスタムレザーステッカーラベル のページをご覧のう
え、仕様をお送りください。メニュー価格ではなく、比較可能な明細付きの見積書をお返しします。
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